
令和５(2023)年度学校における働き方改革実践報告会

【小学校部会】

○期日
令和６(2024)年１月25日(木）

○発表校
宇都宮市立岡本小学校、日光市立今市第三小学校、
真岡市立真岡東小学校、野木町立南赤塚小学校、
塩谷町立大宮小学校、大田原市立薄葉小学校、
足利市立小俣小学校



宇都宮市立岡本小学校（実践発表）

今年度の取り組み内容は？

・R6日課の見直し（金曜日は特別日課に）・行事の見直
し（運動会の実施時期を変更）

・職員会議資料のペーパーレス化を促進

・職員会議時間の短縮（一人３分以内での伝達） ・職員室内予定黒板への記入→大型TVにうつす形へ（教
務主任の業務削減）

・リフレッシュデイを毎月の職員会議の日に設定 ・通知表所見の見直し（総合・外国語活動）

・放課後の打合せを週１回に ・各種便りの配付方法の見直し→ 保護者向けの便りにつ
いては学校HPへアップのみへ

他校にお薦めしたい取り組みは？ 他校に気を付けてほしいポイントは？

・各種便りはHPへのアップのみにする（メール配信や印
刷配布をやめる）→担当職員のメール配信・印刷の手間な
どが省けました。また、HPの閲覧者が増え、他の記事も
読んでいただけるようになりました。

次年度に向けて取り組むことは？（具体的な取り組み、仕組みづくりなど）

・人材活用システムの構築



はじめに

令和５年度 学校経営計画
３ 学校経営の方針
（３）学年やブロックを活用したOJTを充実するなど、教職員の資
質・能力の向上に努めるとともに、業務の効率化や勤務時間
の適正化を図るなど、働き方改革を推進する。

令和５年度のスタートにあたり

〇業務改善の意識（時間の意識）
「たかが１分 されど１分」
自分の時間を大切に

ワークライフバランス



職員会議時間の短縮

事前に資料をこの中に格納することでペーパーレス
に。さらに事前に目を通しておいてもらっておくこ
とで、担当は要点だけを伝える形に。

R5 担当から伝達時間を確認し、レ
ジュメに記載することで、時間を意識

して伝えるように。



教務主任の業務削減

R5 職員室前方ホワイトボードへ予定
を転記ぜずに済むよう、大型TVに学校
用グループウェアの画面を映す形に。

R5「リフレッシュデイ」を職員会議の
日と同日に設定するとともに、掲示物
を貼ることで、定時退勤を促進。

リフレッシュデイの促進



打合せ時間の短縮

R4 → 週２回（月・水）放課後

R5 → 週１回（水）放課後

月曜日は、入力された打合せ事項
を各自が確認する形に。



通知票所見の見直し

R5より１学期の所見
外国語活動・総合 ＝ なし
道徳・総合所見 のみに！

担任・管理職の業務削減！



保護者向け各種便りの配付方法の見直し

各種お便り

R4 → 〇主務者＝学校デジタル連絡ツール
「さくら連絡網」に登録申請
〇管理職 → 承認
R5 → 〇主務者＝ポータル内の
ファイルに格納するだけ！
〇学校HP担当＝毎月最後の日に、次の月のすべて
の便りをHPへアップ！

【学年主任】

「学年便り」をメール配信
しなくちゃ！

※児童向けの便り（保健
だより・給食だより等）に
ついては今後も紙配付



日課の見直し R6 毎週金曜日＝HAPPY FRIDAY
13：05～13：10 簡単清掃
５校時 13：15～14：00
１～３年生下校 14：15（R5比－30分！）
６校時 14：10～14：55
４～６年生下校 15：05（R5比－30分！）



行事の実施時期の見直し これまで８自治会から、合計
１２ハリのテントを借用！

運動会
R5 ５月 → R6 １１月

〇テントの借用・返却の調整が不要
になり、副校長の業務削減に！

〇テントの設営・片付け作業や、熱中症対策が
不要になり、教職員やPTAの業務削減に！



おわりに

〇「うつのみや学校マネジメントシステム」全体アンケート集計結果より
「勤務時間を意識して、業務の効率化に取り組んでいる。」

教職員肯定的回答率 R4 ８７．０％ → R5 ９５．７％

〇「ミライㇺ出退勤記録」より
12月までの全教職員残業時間の月平均

R4 ２９時間２２分 → R5 ２７時間



日光市立今市第三小学校（実践発表）

今年度の取り組み内容は？

①研修会の実施（年2回） （資料１）研修会の様子

②週案のペーパーレス化（4月から） （資料２）提出名簿・校長コメント

③留守電、メール対応時間の短縮化（9月から） （資料３）保護者メール

④打合せ内容のペーパーレス化（4月から） （資料４）Microsoft Teamsを活用した打合せ

他校にお薦めしたい取り組みは？ 他校に気を付けてほしいポイントは？

⑤研修室（第2職員室）の整備
（資料５）研修室（第2職員室）の整備に向けて

⑥研修室（第2職員室）の整備の進め方

次年度に向けて取り組むことは？（具体的な取り組み、仕組みづくりなど）

⑦組織的に意思決定できるシステムの運用
⑧日課表の変更（令和6年度開始）

（資料６）令和６年度の日課表
（資料７）令和6年度の日課試行期間

⑨成果と課題



日光市立今市第三小学校①（参考情報）

（資料１）研修会の様子

（資料２）提出名簿・校長コメント

週案をデータで提
出することにより、
印刷して提出する時
間が削減された。デ
ータの確認も時間に
とらわれることなく
できる。



日光市立今市第三小学校②（参考情報）

（資料３）保護者メール （資料４）Microsoft Teamsを活用した打合せ

【連絡】夜間及び早朝の電話対応の時間変更について
保護者の皆様に送信しています。 ■昨年度より、時間外の電話を自動音声機能によ
る対応にさせていただきましたが、皆様の御理解と御協力ありがとうございます。 
■さて、令和５年９月４日（月）より、業務の効率化による児童生徒理解と授業力
向上を図るため、また周辺の学校の状況も鑑み、自動音声機能による対応時間を下
記のように変更させていただきます。御用件がある場合には下記の時間帯以外での
お電話をお願いします。スキットメールも御利用可能ですが、受信可能時間は下記
の通りです。保護者の皆様の御理解と御協力をよろしくお願いいたします。
             記
１）開始日 ９月４日（月）より
２）時間 〈平日〉 夕方１８時より次の日の早朝７時３０分まで自動音声機能に
よる対応となります。 〈土日・祝日・年末年始・閉庁日等〉終日、これまでと同
様の対応となります
３）緊急連絡 市役所（２２－１１１１） ４）その他  スキットメール 学校受
信可能時間（今まで通り：朝７時より夕方１８時まで）



日光市立今市第三小学校③（参考情報）
（資料５）研修室（第2職員室）の整備に向けて

〇課題

(1) 職員の作業スペースの確保

(2) 打合せスペースの確保

(3) 文書保管場所の確保

(4) 電源の確保

（12月25日までの
職員室・パソコン室）

（現在の職員室・研修室・会議室）

〇成果（職員室の環境改善）

・これまで、職員が増えたことによって、職員室が手狭になっていた。
業務改善推進者研修等の情報をもとに、職員の心身の健康の維持、事務
の効率化のため、職員室の環境整備を進めたいという意見が出てきた。
職員室窓際にあった職員用机を、パソコン室の一部に移動することによ
り、職員室のスペースが確保された。机を移動した職員にとっても、事
務処理や休憩時間を有効に使用できる環境が整った。机のあったスペー
スは、打ち合わせスペースとした。他学年との打ち合わせ、校務分掌や
児童指導等の打ち合わせ、来校者との打ち合わせ等にも使用できるよう
になった。



日光市立今市第三小学校④（参考情報）

（資料６）令和６年度の日課表

（資料7）令和６年度の日課試行期間



真岡市立真岡東小学校（実践発表）

今年度の取り組み内容は？

PTAサポーター(東っ子応援団)活動の定着 職員会議の改善

始業式・終業式の日程変更(半日授業) PTA加入同意書の実施

教員業務支援員の採用(週2日) パソコン室(空き教室)の活用

下校指導の見直し(3分類14項目に該当) 学校評価アンケートをGoogleフォームで実施予定

他校にお薦めしたい取り組みは？ 他校に気を付けてほしいポイントは？

PTAサポーター活動
※各専門委員会を廃止して、希望者がボランティ
ア(サポーター)として登録し、PTA活動に希望し
て参加する。

PTAの大改革になるのでP会長・校長と連携して、
丁寧に進めていく。※規約改正が大変

次年度に向けて取り組むことは？（具体的な取り組み、仕組みづくりなど）

日課表(水曜日)の見直し ※予備時数の削減 各学年宿泊行事の日数の見直し



真岡市立真岡東小学校（参考情報）※資料や写真など

PTAサポーター(東っ子応援団)の活動

PTA規約の一部

専門委員会(研修・厚生・広報・ベルマーク・校外生活指導)と
学年委員会および総務委員会の全廃

PTAサポーター(東っ子応援団)の設立
※希望者によるＰＴＡ活動

社会科見学の見守り活動



真岡市立真岡東小学校（参考情報）※資料や写真など

①PTA担当⇒東っ子応援団に見守り活動の一斉メール配信

②参加者からの返信メール

③当日打ち合わせ後、見守り活動

PTAサポーター(東っ子応援団)の活動



真岡市立真岡東小学校（参考情報）※資料や写真など

始業式・終業式の日程変更(半日授業)



真岡市立真岡東小学校（参考情報）※資料や写真など

教員業務支援員の採用(週2日)

勤務時間
水曜日 9:00～12:00
金曜日 9:20～12:20



真岡市立真岡東小学校（参考情報）※資料や写真など

ライトダウンデーの実施(改善)
・ライトダウンデー(学年単位で、早帰りの日を月に3回)

①学年単位で翌月分を設定⇒教務に報告

②職員室黒板 イラスト掲示
職員室机上 マスコット表示

③マスコットを教頭に返却して「帰る(カエル)」



真岡市立真岡東小学校（参考情報）※資料や写真など

下校指導の見直し
付き添いの指導範囲の縮小

職員会議の改善
ペーパーレス 16:30前終了 打合せで伝達

PTA加入同意書の実施
会費納入の合意

パソコン室(空き教室)
→会議室(オンライン研修室、学年研修)

学校評価アンケートをGoogleフォームで実施
ICT支援員と連携



真岡市立真岡東小学校（参考情報）※資料や写真など

その他の事例

・週案の改善
提出を隔週で、ブロックごとに 反省欄の記入は任意

・一人1つ業務改善の実施(自助)
・留守番電話による対応
・通知表所見の見直し
１学期なし(夏休み個人懇談)
・家庭訪問なし
・放課後子ども教室対応 ⇒ 市生涯学習課
・始業式・終業式・朝会・表彰式のオンライン配信
・行事の事前指導時数等を含む見直し

など



野木町立南赤塚小学校（実践発表）

今年度の取り組み内容は？

メールシステムを変更し、職務軽減（出欠・遅刻・早退確
認／保護者への連絡をＰＤＦファイルを添付して送る）

校務支援システムの活用（連絡・回覧板・アンケート）
職員打ち合わせを最小限にする

職員会議のペーパーレス化 行事の見直し（持久走大会とりやめ）

帰宅時刻宣言ボード設置

学校評価をformsで

他校にお薦めしたい取り組みは？ 他校に気を付けてほしいポイントは？

留守番電話（セット時刻のタイミングは？）

次年度に向けて取り組むことは？（具体的な取り組み、仕組みづくりなど）

放課後時間の生み出すことと効果的な活用（職員交流が出
来たらよい）教育課程編成

留守電設定時刻を早める

メールの効果的活用（ＰＤＦファイルを付けて発信してよ
い範囲を明確にする）

校内業務改善研修（２月７日）



野木町立南赤塚小学校

メールシステムによる出欠確認 職員会議のペーパーレス



野木町立南赤塚小学校

帰宅時刻宣言ボード

校務支援システムの活用（打ち合わせを最小限に）



野木町立南赤塚小学校
校務支援システムの活用（「回覧板」で情報を収集する）



野木町立南赤塚小学校

校務支援システムの活用（「アンケート」で意見を聞く）



〇行事の見直し
持久走大会の取りやめ…学習指導要領、練習時や大会当日のリスクを
考えて取りやめた。
〇留守番電話の時間設定（今後の取り組み）
「お試し期間」として設定時刻を30分早める設定にしてから、問題な
ければそのまま続ける。
〇教育課程の見直し（次年度に向けて）
・年度始めの会議を分散させる。始めの１週間は必要なもののみ。
第２週に５時間授業として会議を（内容を選んで）行う。

・２学期・３学期の１週目も５時間授業として、放課後の時間を確保する。

〇その他のＩＣＴ活用
・formsを活用した学校評価
・メールの効果的な活用

野木町立南赤塚小学校



塩谷町立大宮小学校（実践発表）

今年度の取り組み内容は？

①校内研修の実施（２回） ⑥保護者・児童・教員アンケートをGoogleフォー
ムで実施（学校評価等）

②業務改善キャッチフレーズの作成・掲示 ⑦出席簿作成の簡略化

③職員室内行事予定黒板への記入→大型TV・学校日
誌（デジタル化）

⑧自主学習帳を無担が見る。(週１回）

④職員会議資料のペーパーレス化 ⑨教育課程の見直し

⑤休日の児童の感染症等の状況を、Google フォーム
で把握する。

⑩人材活用

他校にお薦めしたい取り組みは？ 他校に気を付けてほしいポイントは？

③⑦⑧

次年度に向けて取り組むことは？（具体的な取り組み、仕組みづくりなど）

人材活用のシステム化 ICTの活用の推進



①校内研修（第１回 時間予算ワークショップ） R5.6.14

テーマ「あと３０分早く退勤
するためには…」
→アイデアを出す
→自助・共助・公助に分類
→職員室に掲示（意識化）

ふりかえり

・普段、（業務改善）できな
いと思っていることも、意外
とできるかもしれないと感じ
た。

・やらなければならないと思
っていたことでも、本当に必
要かどうか見直すことで時間
が生み出せそうと思えてきた。
等



校内研修（第２回 『マイタイム』を実現する一歩を描く～人生のリデザイン～）R6.1.11

ふりかえり

・「朝に１日の計画を立てると１
５％生産性が高まる」→実践したい。
・「時間ができたら〇〇する」から
「〇〇するために時間をつくる」へ
の発想の転換を図りたい。 等

研修の流れ
インプット
→ワークシート
step1 あなたがときめく『マイタイム』を出してみよう！
step2 出した『マイタイム』の中から選び共有する
step3   理想の一日を描く
step4 マイプレゼン



②業務改善キャッチフレーズの作成・掲示

無担の職員で話し合い

キャッチフレーズを職員室に掲示



③職員室内行事予定黒板への記入→大型モニター・学校日誌へ（デジタル化）

教務主任が管理している行事予定表のデータが、黒板仕様
で大型モニターに映し出される。学校日誌にも…



④職員会議資料のペーパーレス化

職員会議提案者の作業の簡略化
職員会議資料作成→起案→修正
後、指定された校務用ネットワ
ークフォルダにデータを入れる。



⑤休日の児童の感染症等の状況を、Googleフォームで把握



⑥保護者・児童・教員アンケートをGoogleフォームで実施



⑦出席簿作成の簡略化
養護教諭が出欠状況を毎日入力

全クラスの欠席・出停・遅刻・早退状
況が一覧表になる。（養護教諭の業
務）

（今まで担任が入力していた出席簿を
養護教諭が担う）担任は、確認のみ



⑧自主学習帳を無担が見る(週１回）
担任の負担軽減だけでなく…
・子どもたち
・保護者
・担任

様々なメリットが



⑨教育課程の見直し

◇行事にカウントしていた時数を教科に振り
替える。

昨年度 今年度
運動会練習 行事４ → 行事２

体育２
新体力テスト 行事 → 体育
校内持久走大会 行事 → 体育

◇行事の工夫
・土曜授業を、外部講師による出前授業を
行った。
・オープンスクールとPTA授業参観を統合

⑩人材活用
◇ミシンの調整
◇掲示物作成（入学式・卒業
式の祝電・祝詞の台紙）

◇畑の整備・校庭の除草
等



足利市立小俣小学校（実践発表）

今年度の取り組み内容は？

・日課表の変更1月29日からスタート（週2回朝学習と清
掃をカット）

・休み時間の児童の見守りを支援員で分担

・朝の打合せをなくし、放課後の打合せを週1回に ・週指導計画（週案）の提出を隔週に

・登校していない児童への連絡を事務職員に依頼 ・ＰＴＡアンケート、学校評価等Googleフォームに
て

・職員会議、現職教育 原則1時間 終了の時間を提
示

他校にお薦めしたい取り組みは？ 他校に気を付けてほしいポイントは？

週１回の放課後の打ち合わせ 保護者、地域との連携

次年度に向けて取り組むことは？（具体的な取り組み、仕組みづくりなど）

令和6年度の教育課程 時数の見直し等 週コマ数



足利市立小俣小学校（参考情報）※資料や写真など

プロジェクト名 みんなにっこり スマイルプロジェクト
～教職員がゆとりをもって 児童に向き合えるように～

教職員の余白時間を作る。

心のゆとり

授業研究・準備 児童に向き合う時間へ

児童が安心して通える学校へ



研修① 7月
「時間予算ワークショップ」

研修② 9月
「目的について考える

ワークショップ」



2回の研修から、今年度取り組んできたこと

①日課表の変更

週2回（火曜日と金曜
日）、朝学習と清掃なし
の日を設定

火曜日、金曜日下校時刻
5時間・・・１４：１５
6時間・・・１５：０５

1/29から開始。現在よりも40分
早く下校となる。



②教育課程の見直し

・学校行事（卒業式、運動会の練習時間の削減）

・令和６年度から 5月に行っていた家庭訪問をなくし、夏休みに学
校にて教育相談を行うことに変更。5月には希望をされる方だけ教育
相談を行う予定。（日課表を変更することによって40分下校時刻が
繰り上がったので、その時間で十分に対応が可能）

・授業時数の検討 予備時数を考慮し、週のコマ数を減らすことが
できるか、現在校内で検討中。



③中休み、昼休みなど担任外の見守りを設ける。

→11/1から児童生徒相談員の勤務開始時間を変更し、担
任外の職員にて休み時間の校庭の見守りを行う。

研修の中から

昼休みなど児童だけで遊ぶ時間ができてしまい、心配。
教室に残っている児童もいるので、毎日外へ遊びに行く
ことができない。宿題や連絡帳も見なければならな
い・・・



⑤会議のもち方
・必要な会議を精選。毎月行っていた運営委員会を2か月に1度にし
た。
・会議の時間を1時間とし、会議や現職教育の終わりの時刻を設定。
・職員会議等資料のペーパレス化

④朝の打ち合わせ→放課後の打ち合わせへ
週2回（月・金）毎朝８：２０～行っていたが、担任の先生から
研修会の時に、朝打ち合わせがあると朝忙しい。児童だけで教室
にいることになり、トラブルが起きた時に対応が遅れてしま
う・・などの意見が多数あった。
→11月から、毎週水曜日に行われている職員会議や現職教育の前
に行うこととした。時間的にもゆとりがあるので児童指導報告な
ども併せて行うことができ有効であった。



⑥登校していない児童への連絡
児童の欠席関係は「健康観察アプリ」にて行っているが、連絡が
なく学校に来ていない児童が多くいる。今までは、担任が職員室ま
で来て家庭に連絡をしていたが、事務職員や担任外で代わりに電話
連絡を入れるようにした。担任の多忙感を軽減することができた。

⑦提出物、配布物関係
家庭から提出していただくものを精選した。また、アンケート
や学校評価などはGoogleフォームにて回答していただいたり、学
年だより等の配布物についてはメールにて送ったりするようにし
たことにより、印刷や集計等にかかる時間を削減することにつな
がっている。



⑧朝会、集会のもち方
コロナが５類になったことを受けて、朝会、集会を体育館に
集まる形に戻して行っていたが、夏の研修会において、朝、集
まることを減らしてほしいという要望が出された。
→２学期から
・始業式、終業式、音楽朝会、児童会関係・・・対面で
・講話朝会、児童集会、表彰朝会・・・オンラインで

⑨週案提出
毎週月曜日の朝に週案を提出していたが、負担が大きいとの
意見から、隔週の提出へと変更



大田原市立薄葉小学校（実践発表）

今年度の取り組み内容は？

職員への啓発研修（時間予算ワーク・プロジェク
トワーク）

欠席連絡のメール化

印刷室の整理 １月からの授業時数見直し

職員室黒板のホワイトボード化

第２職員室の整備（コンピュータ室の整備）

他校にお薦めしたい取り組みは？ 他校に気を付けてほしいポイントは？

・授業時数の削減、日課の工夫で教員の事務作業
の時間、会議、研修の時間の確保につながった。

他校との情報共有、共通理解（特に中学校区）

次年度に向けて取り組むことは？（具体的な取り組み、仕組みづくりなど）

通信表所見記入の見直し 授業時数見直し



大田原市立薄葉小学校（参考情報）

①時間予算ワークショップ実施（７月１２日）

・実施可能か可能でないかは考えずに、自由に意見を出してもらった。
・ワークショップ実施後、それぞれの係で、受け持っている業務、計画を
積極的に自分のアイディアをもとに見直ししていってほしいことを伝える。
（打ち合わせや職員会議等で何度も）

ワークショップ後の各係の取り組み

・下校の仕方の見直し（児童指導部）
・コンピュータ室の第２職員室化（教務部）
・欠席連絡のメール化（教頭）
・印刷室、職員室の模様替え（事務部、公仕）

次年度に向けて
・通信票所見の見直し検討



印刷室整備

職員室のホワイト
ボード化

事務長、公仕による手作り

パソコン室の第２職員室化

エアコン完備



大田原市立薄葉小学校（参考情報）

②プロジェクトワーク実施 （１１月２９日）

・どのプロジェクト（ICT、学校行事、リフレッシュ、教育
課程）に参加するのかを各先生方に選んでもうことで能
動的なワークとなり、たくさんのアイディアの提案が
あった。

ワークショップ後の取り組み
・アンケート（学校評価）のFoam化
・通知（一部）のPDF連絡メール添付
・朝の活動の見直し（月曜は遊びの時間）試行
・1月からの時数調整、特別日課の実施
・次年度教育課程日課表の見直し
・通信票所見見直し（中学校区）次年度から
・大型ディスプレイ（電子掲示板）導入の検討 次年度


